
◎
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等

に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行

政
組
織
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
七
年
九
月
一
一
日
法
律
第
六
六
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
七
年
六
月
一
七
日
・
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）

○
有
村
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
内
閣
の
重
要
政
策
に

関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の

概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
重
要
な
政
策
課
題
の
多
く
が
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
に
集
中
し

て
き
て
い
る
中
、
内
閣
総
理
大
臣
が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
内
閣
と
し
て
そ
の
時
々
の
国
政
の
重
要
課
題
に
戦
略
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
の
業
務
に
つ
い
て
不

断
に
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
内
閣
の
重
要

政
策
に
つ
い
て
、
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
が
政
策
の
方
向
づ
け
に
専
念

し
、
個
別
の
行
政
課
題
に
よ
り
精
通
し
た
各
省
等
が
中
心
と
な
っ
て
政
策

を
よ
り
強
力
か
つ
き
め
細
か
く
推
進
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
は
、

国
の
行
政
組
織
が
全
体
と
し
て
そ
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
と

な
り
、
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
法
律
案
で
は
、
内
閣
官
房
か
ら
内
閣
府
に
、
ま
た
内
閣

府
か
ら
各
省
等
に
事
務
等
を
移
管
す
る
と
と
も
に
、
各
省
等
に
お
い
て
も

内
閣
府
と
同
様
の
総
合
調
整
等
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
に
、
内
閣
官
房
か
ら
内
閣
府
に
、
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
な

ど
五
つ
の
事
務
等
を
移
管
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
府
か
ら
各
省
等
に
は
、

食
育
推
進
な
ど
九
つ
の
事
務
等
を
移
管
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
各
省
大
臣
は
、
各
省
の
任
務
に
関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重

要
政
策
に
つ
い
て
、
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
に
基
づ

い
て
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
企
画
及
び

立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
こ
と
と
し
、
当
該
事

務
の
遂
行
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
府
に
置
か

れ
る
特
命
担
当
大
臣
と
同
じ
く
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
勧
告
す

る
こ
と
等
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
五
六



以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
内
閣
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
七
月
七
日
）

○
井
上
信
治
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
内
閣
の
事
務
を
助
け
る

こ
と
を
各
省
等
の
任
務
と
し
、
当
該
重
要
政
策
に
関
し
て
行
政
各
部
の
施

策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整

に
関
す
る
事
務
を
各
省
等
の
所
掌
事
務
と
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
官
房
か

ら
内
閣
府
に
、
内
閣
府
本
府
か
ら
各
省
等
に
そ
れ
ぞ
れ
所
掌
事
務
を
移
管

す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
六
月
十
六
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
十
七
日
有
村

国
務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
十

九
日
に
質
疑
に
入
り
、
七
月
一
日
質
疑
を
終
局
し
、
三
日
、
討
論
、
採
決

の
結
果
、
本
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
七
年
七
月
三
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。

一

国
際
化
及
び
情
報
化
の
進
展
、
人
口
構
造
の
急
速
な
変
化
等
に
直
面

す
る
中
で
、
国
民
本
位
で
、
時
代
に
即
し
た
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
行

政
を
実
現
す
る
た
め
、
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
等
の
施
行
に
よ
り
実

施
さ
れ
た
省
庁
再
編
の
評
価
を
踏
ま
え
、
今
後
の
省
庁
編
成
や
国
、
地

方
の
役
割
分
担
の
再
検
討
な
ど
業
務
の
不
断
の
見
直
し
等
の
行
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

二

本
法
に
よ
る
業
務
の
移
管
後
に
お
い
て
は
、
移
管
元
の
人
員
の
機
動

性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
当
該
業
務
に
係
る
政
策
の
効
果
が
最
大
限
発

揮
さ
れ
る
よ
う
移
管
先
に
お
け
る
適
正
な
予
算
・
人
員
等
の
確
保
に
努

め
る
こ
と
。

三

特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
各
省
庁
が
総
合
調
整
事
務
を

行
う
に
当
た
っ
て
は
、
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
を

実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
当
該
省
庁
が
所
管
の
個
別
事
業
の

利
害
や
制
約
に
捉
わ
れ
、
内
閣
と
し
て
の
一
体
性
を
損
な
う
こ
と
の
な

い
よ
う
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

四

各
所
に
分
散
し
て
い
る
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
の
事
務
棟
に
つ
い

て
、
中
央
合
同
庁
舎
第
八
号
館
の
供
用
開
始
等
を
踏
ま
え
、
両
組
織
の

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
五
七



機
能
強
化
及
び
業
務
の
効
率
的
な
遂
行
に
資
す
る
よ
う
、
更
な
る
集
約

化
に
取
り
組
む
こ
と
。

五

今
後
の
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
へ
の
業
務
の
追
加
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
省
庁
に
総
合
調
整
等
を
行
わ
せ
た
場
合
の
効
果
と
の
比
較
・
検
討

を
行
う
な
ど
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
勘
案
し
た
上
で
判
断
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
業
務
を
法
律
に
よ
っ
て
追
加
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
業
務
を
行
う
期
限
を
設
け
る
こ
と
。

六

移
管
後
の
業
務
の
状
況
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
も
、
経
済
社
会
情

勢
の
変
化
に
応
じ
て
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
の
業
務
の
在
り
方
を
随
時

点
検
・
検
討
し
、
適
宜
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
法
律
の

改
正
が
必
要
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
三
年
後
を
目
途
と
し
て
、
次
回
の

全
面
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

三
、
参
議
院
内
閣
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
九
月
四
日
）

○
大
島
九
州
男
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
の
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機

能
を
強
化
す
る
た
め
、
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
内
閣
の
事
務

を
助
け
る
こ
と
を
各
省
等
の
任
務
と
し
、
当
該
重
要
政
策
に
関
し
て
行
政

各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に

総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
を
各
省
等
の
所
掌
事
務
と
す
る
と
と
も
に
、
内

閣
官
房
か
ら
内
閣
府
に
、
内
閣
府
本
府
か
ら
各
省
等
に
そ
れ
ぞ
れ
所
掌
事

務
を
移
管
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
内
閣
官
房
、
内
閣
府
に
業
務
が
集
中
し
て

い
る
要
因
、
各
省
等
に
付
与
さ
れ
る
総
合
調
整
機
能
の
実
効
性
、
内
閣
府

か
ら
の
事
務
の
移
管
が
施
策
に
及
ぼ
す
影
響
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
の
山
下

理
事
よ
り
反
対
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議
（
平
成
二
七
年
九
月
三
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

複
雑
化
・
多
様
化
し
た
経
済
社
会
情
勢
の
急
速
な
変
化
等
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
国
民
本
位
で
、
時
代
に
即
し
た
合
理
的
か
つ
効
率
的
な

行
政
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
も
内
閣
官

房
及
び
内
閣
府
の
業
務
の
在
り
方
に
加
え
、
省
庁
の
編
成
や
国
、
地
方

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
五
八



の
役
割
分
担
を
再
検
討
す
る
な
ど
業
務
の
不
断
の
見
直
し
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
。

二

特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
各
省
庁
が
総
合
調
整
事
務
を

行
う
に
当
た
っ
て
は
、
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
を

実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
当
該
省
庁
が
所
管
の
個
別
事
業
の

利
害
や
制
約
に
と
ら
わ
れ
、
内
閣
と
し
て
の
一
体
性
を
損
な
う
こ
と
の

な
い
よ
う
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

三

各
省
庁
に
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
機
能
が
付

与
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
内
閣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
的
確
に
補
佐
し
、
幅
広
い
視
野
に
立
っ
て
総
合

調
整
事
務
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
府
省
の
枠
を
超
え
て
戦
略
的
に
人
材
を
配
置
す
る
な
ど
、
政
府
全

体
と
し
て
適
切
な
人
事
管
理
を
推
進
す
る
こ
と
。

四

今
後
の
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
へ
の
業
務
の
追
加
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
省
庁
に
総
合
調
整
等
を
行
わ
せ
た
場
合
の
効
果
と
の
比
較
・
検
討

を
行
う
な
ど
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
勘
案
し
た
上
で
判
断
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
業
務
を
法
律
に
よ
っ
て
追
加
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
業
務
を
行
う
期
限
を
設
け
る
こ
と
。

五

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
企
画
立
案
機
能
の
強
化
に
当
た
り
、
地

域
活
性
化
や
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
の
取
組
な
ど
を
通
じ
、
地
方

を
含
む
関
係
者
の
意
見
や
施
策
の
現
場
の
状
況
を
十
分
に
把
握
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
五
九


